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(57)【要約】
　内視鏡システム（１）は、ユーザにより把持可能に構
成された把持部を備えた内視鏡（２）と、内視鏡（２）
に設けられ、被検体を撮像する撮像素子（１１）と、撮
像素子（１１）により撮像された内視鏡画像（３２）と
、検査に関連する文字情報（３３）とに基づき、内視鏡
検査画像（３１ａ）を生成する重畳回路（２９）と、ユ
ーザが把持部を把持している状態でユーザによって操作
可能に設けられ、操作に応じて操作信号を出力する操作
スイッチ（１３）と、操作スイッチ（１３）から出力さ
れた操作信号に基づいて、文字情報（３３）のサイズの
指定または変更の処理を行なう制御部（２４）とを備え
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザにより把持可能に構成された把持部を備えた内視鏡と、
　前記内視鏡に設けられ、被検体を撮像する撮像素子と、
　前記撮像素子により撮像された被検体像情報と、検査に関連する文字情報とに基づき、
内視鏡検査画像を生成する画像生成部と、
　前記ユーザが前記把持部を把持している状態で前記ユーザによって操作可能に設けられ
、前記操作に応じて操作信号を出力する操作信号出力部と、
　前記操作信号出力部から出力された前記操作信号に基づいて、前記文字情報のサイズの
指定または変更の処理を行なう文字サイズ処理部と、
　を備えることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記操作信号出力部は、前記把持部に設けられていることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記操作信号出力部は、フットスイッチであることを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡システム。
【請求項４】
　前記文字サイズ処理部は、検査状況に基づいて前記文字情報のサイズを指定または変更
することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記文字サイズ処理部は、前記検査状況として、前記内視鏡による検査中と前記内視鏡
による検査中以外とで前記文字情報のサイズを変更することを特徴とする請求項４に記載
の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記内視鏡による検査中の前記文字情報のサイズは、前記検査中以外の前記文字情報の
サイズより小さいことを特徴とする請求項５に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記内視鏡が着脱自在に接続されるビデオプロセッサをさらに備え、
　前記文字サイズ処理部は、前記ビデオプロセッサに備えられていることを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡検査画像内の文字情報のサイズを変更可能な内視鏡システムに関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被検体の内部の被写体を撮像する内視鏡と、内視鏡により撮像された被写体の観
察画像を生成するビデオプロセッサと、ビデオプロセッサにより生成された観察画像を表
示するモニタとを備えた内視鏡システムが、医療分野及び工業分野等において広く用いら
れている。
【０００３】
　このような内視鏡システムは、患者ＩＤ、患者名、検査日時等の文字情報を観察画像に
重畳してモニタに表示する構成になっている。従来では、モニタに表示される文字サイズ
が固定であった。そのため、検査環境によっては、ユーザ（検査者）とモニタとの間が離
れていたり、モニタのサイズが小さいこともあり、モニタに表示される文字サイズが固定
の場合、モニタ上の文字が見難いことがあった。
【０００４】
　そこで、日本国特開２０００－２４５６９２号公報には、キーボードやマウスのトラッ
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クボール等の入力装置を用いて、モニタに表示される文字の文字サイズを変更することが
可能な内視鏡システムが提案されている。
【０００５】
　しかしながら、ユーザが文字情報のサイズを変更するためのキーボードやマウス等の入
力装置は、内視鏡とは別体に設けられており、例えば、本体部に接続されている。ユーザ
は、一方の手で内視鏡の挿入部を持って被検体に挿入し、もう一方の手で内視鏡の操作部
を持って湾曲操作等を行いながら検査することが一般的である。そのため、内視鏡とは別
体に設けられている入力装置を用いて文字情報のサイズを変更する場合、検査を一旦中断
する必要があり、内視鏡の操作を行いながら、モニタに表示される文字情報のサイズを変
更することができなかった。
【０００６】
　そこで、本発明は、内視鏡の操作を行いながら、モニタに表示される文字のサイズを変
更することができる内視鏡システムを提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様の内視鏡システムは、ユーザにより把持可能に構成された把持部を備え
た内視鏡と、前記内視鏡に設けられ、被検体を撮像する撮像素子と、前記撮像素子により
撮像された被検体像情報と、検査に関連する文字情報とに基づき、内視鏡検査画像を生成
する画像生成部と、前記ユーザが前記把持部を把持している状態で前記ユーザによって操
作可能に設けられ、前記操作に応じて操作信号を出力する操作信号出力部と、前記操作信
号出力部から出力された前記操作信号に基づいて、前記文字情報のサイズの指定または変
更の処理を行なう文字サイズ処理部と、を備える。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１の実施形態に係る内視鏡システムの構成を示す図である。
【図２Ａ】モニタに表示される内視鏡検査画像の一例を説明するための図である。
【図２Ｂ】モニタに表示される内視鏡検査画像の一例を説明するための図である。
【図２Ｃ】モニタに表示される内視鏡検査画像の一例を説明するための図である。
【図３】第１の実施形態における文字サイズの変更処理の流れの例を説明するためのフロ
ーチャートである。
【図４】文字サイズ設定画面の一例を説明するための図である。
【図５】第２の実施形態における文字サイズの変更処理の流れの例を説明するためのフロ
ーチャートである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
【００１０】
（第１の実施形態）
　まず、図１を用いて第１の実施形態の内視鏡システムの構成について説明する。図１は
、第１の実施形態に係る内視鏡システムの構成を示す図である。
【００１１】
　図１に示すように、内視鏡システム１は、体腔内に挿入し患部を観察あるいは処置する
内視鏡２と、内視鏡２に照明光を供給する光源装置３と、内視鏡２により撮像された映像
信号に所定の信号処理を施すビデオプロセッサ４とを有して構成されている。ビデオプロ
セッサ４には、信号処理が施された映像を表示するモニタ５と、操作指示や文字情報等の
入力を行うためのキーボード６とが接続されている。なお、本実施形態の内視鏡システム
１は、光源装置３とビデオプロセッサ４とが別体の構成となっているが、これに限定され
ることなく、光源装置３とビデオプロセッサ４とが一体的に構成されていてもよい。
【００１２】
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　内視鏡２は、患者の体腔内に挿入する挿入部先端に設けられ、被検体を撮像する例えば
ＣＣＤ等の撮像素子１１と、挿入部先端へ照明光を導くライトガイド１２と、内視鏡２の
操作を行う操作部に設けられた操作スイッチ１３と、ビデオプロセッサ４と接続するため
のコネクタ部１４に設けられた電気コネクタ１４ａとを有している。
【００１３】
　なお、内視鏡２の挿入部は、軟性であってもよいし、硬性（外科手術に用いられる硬性
内視鏡）であってもよい。また、撮像素子１１は、内視鏡２の挿入部先端に設けられてい
るが、これに限定されるものではない。例えば、撮像素子１１は、操作スイッチ１３が設
けられている操作部（ユーザにより把持される部分）内に設けられ、挿入部先端から操作
部内の撮像素子１１までイメージガイドファイバで光学像を伝送する構成であってもよい
。
【００１４】
　また、本実施形態では、ビデオプロセッサ４は、内視鏡２が接続される構成になってい
るが、これに限定されることなく、体腔内に挿入される光学式内視鏡（ファイバースコー
プあるいは外科手術用の光学視管）の接眼部に装着されるカメラヘッドが接続される構成
であってもよい。
【００１５】
　さらに、本実施形態では、内視鏡２及びビデオプロセッサ４は、電気コネクタ１４ａ及
びコネクタ２３により接続され、電気信号を有線で伝送する構成になっているが、これに
限定されることなく、電気信号を無線で伝送する構成であってもよい。
【００１６】
　光源装置３は、光量の調整等の各種操作を行うための操作パネル２０と、照明光を生成
する例えばランプ等の光源２１と、光源２１からの照明光をライトガイド１２の入射端面
に集光させる集光レンズ２２とを有する。
【００１７】
　なお、光源装置３の光源２１は、ランプ等により構成されているが、これに限定される
ことなく、例えば、ＬＥＤあるいはレーザーダイオード等の半導体発光素子（半導体光源
）により構成されていてもよい。また、半導体光源を用いる場合、白色光を出射する半導
体光源を用いるものであってもよいし、例えばＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の色成分毎
に半導体光源を設け、これらの半導体光源から出射される各色成分の光を合波して白色光
を得るものであってもよい。さらに、半導体光源は、内視鏡２の挿入部先端に設けられる
構成であってもよい。
【００１８】
　信号処理装置としてのビデオプロセッサ４は、内視鏡２の電気コネクタ１４ａと接続さ
れるコネクタ２３と、コネクタ２３を介して内視鏡２の撮像素子１１の駆動及び制御を行
う例えばＣＰＵ等の制御部２４と、各種操作及び設定を行うための操作パネル２５と、各
種情報を記憶するメモリ２６と、コネクタ２３を介した撮像素子１１からの撮像信号に対
して所定の信号処理を施す映像処理部２７と、文字情報の文字サイズの変更を行う表示コ
ントローラ２８と、映像処理部２７の信号に文字情報を重畳する重畳回路２９とを有して
構成されている。
【００１９】
　映像処理部２７は、撮像素子１１からの映像信号に対してノイズリダクション処理、ホ
ワイトバランス処理、色補正等の所定の映像信号処理を施し、得られた映像信号を重畳回
路２９に出力する。
【００２０】
　表示コントローラ２８は、制御部２４の制御に基づいて、モニタ５に表示する検査に関
連する文字情報を重畳回路２９に出力する。このとき、表示コントローラ２８は、制御部
２４の制御に基づいて、文字情報のサイズを変更して重畳回路２９に出力する。ユーザが
内視鏡２の操作スイッチ１３を操作（押下）すると、操作信号が制御部２４に供給される
。制御部２４は、この操作信号が入力されると、文字情報のサイズを変更するように表示
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コントローラ２８を制御する。このように、操作スイッチ１３は、ユーザの操作に応じて
操作信号を出力する操作信号出力部を構成する。
【００２１】
　画像生成部としての重畳回路２９は、映像処理部２７からの映像信号（内視鏡画像）に
表示コントローラ２８からの文字情報を重畳した内視鏡検査画像を生成し、モニタ５に出
力する。これにより、モニタ５には、図２Ａ、図２Ｂ、図２Ｃに示す内視鏡検査画像が表
示される。
【００２２】
　図２Ａ、図２Ｂ、図２Ｃは、モニタに表示される内視鏡検査画像の一例を説明するため
の図である。図２Ａ～図２Ｃに示すように、モニタ５に表示される内視鏡検査画像３１ａ
～３１ｃは、撮像素子１１で撮像された内視鏡画像３２と、検査に関連した文字情報３３
とを含んでいる。図２Ａの内視鏡検査画像３１ａは、文字情報３３の文字サイズが「小」
の例であり、図２Ｂの内視鏡検査画像３１ｂは、文字情報３３の文字サイズが「中」の例
であり、図２Ｃの内視鏡検査画像３１ｃは、文字情報３３の文字サイズが「大」の例であ
る。
【００２３】
　このように、本実施形態では、文字情報３３の文字サイズを複数有し、ユーザが内視鏡
２の操作部に設けられた操作スイッチ１３を操作することで、文字サイズを変更すること
が可能となっている。なお、文字情報３３の文字サイズは、図２Ａ～図２Ｃの３つに限定
されることなく、２つ、あるいは、４つ以上であってもよい。
【００２４】
　文字情報３３は、患者ＩＤ、患者名、検査日、及び、患者の年齢等の情報を含んでいる
。なお、文字情報３３は、患者ＩＤ、患者名、検査日、及び、患者の年齢に限定されるこ
となく、例えば、内視鏡システム１の設定情報等を含んでいてもよい。
【００２５】
　ユーザがビデオプロセッサ４の電源をＯＮすると、制御部２４は、デフォルトの文字サ
イズで表示を行うように表示コントローラ２８を制御する。ここで、デフォルトの文字サ
イズは、図２Ａの文字情報３３の文字サイズとするが、図２Ｂあるいは図２Ｃの文字情報
３３の文字サイズであってもよい。なお、ユーザがビデオプロセッサ４の電源をＯＮする
と、制御部２４は、前回の電源ＯＦＦ時に設定されていた文字サイズで表示を行うように
表示コントローラ２８を制御してもよい。
【００２６】
　ユーザが内視鏡２の操作部に設けられている操作スイッチ１３を押下する度に、制御部
２４は、文字情報３３の文字サイズを変更するように表示コントローラ２８を制御する。
例えば、制御部２４は、電源がＯＮされると、デフォルトの文字サイズである内視鏡検査
画像３１ａの文字サイズで表示し、操作スイッチ１３が押下されると、内視鏡検査画像３
１ａの文字サイズから内視鏡検査画像３１ｂの文字サイズに変更する。もう一度、操作ス
イッチ１３が押下されると、制御部２４は、内視鏡検査画像３１ｂの文字サイズから内視
鏡検査画像３１ｃの文字サイズに変更する。さらに、もう一度、操作スイッチ１３が押下
されると、内視鏡検査画像３１ｃの文字サイズから内視鏡検査画像３１ａの文字サイズに
変更する。このように、制御部２４は、操作スイッチ１３が押下される度に、文字情報３
３の文字サイズを変更する制御を行う。このように、制御部２４は、操作スイッチ１３か
らの情報に基づいて、文字情報３３のサイズの指定または変更の処理を行う文字サイズ処
理部を構成する。なお、制御部２４は、操作スイッチ１３からの操作信号に応じて文字情
報３３のサイズの指定または変更の処理を行うが、これに限定されることなく、例えば、
フットスイッチからの操作信号、あるいは、音声による音声信号により文字情報３３のサ
イズの指定または変更の処理を行ってもよい。
【００２７】
　ユーザは、内視鏡２の操作スイッチ１３を押下して文字情報３３の文字サイズを変更し
、モニタ５の設置位置、あるいは、モニタ５の大きさに応じた見易い文字サイズに設定す
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ることができる。
【００２８】
　次に、このように構成された内視鏡システムの文字サイズの変更処理について説明する
。図３は、第１の実施形態における文字サイズの変更処理の流れの例を説明するためのフ
ローチャートである。
【００２９】
　まず、ビデオプロセッサ４の電源がＯＮされると（ステップＳ１）制御部２４は、デフ
ォルトの文字サイズで内視鏡システム１を起動する（ステップＳ２）。次に、制御部２４
は、内視鏡２の操作部に設けられた操作スイッチ１３が押下されたか否かを判定する（ス
テップＳ３）。制御部２４は、操作スイッチ１３が押下されていないと判定した場合（ス
テップＳ３：ＮＯ）、ステップＳ３に戻り、同様の処理を繰り返す。一方、制御部２４は
、操作スイッチ１３が押下されたと判定した場合（ステップＳ３：ＹＥＳ）、文字サイズ
を変更し（ステップＳ４）、ステップＳ３に戻り、同様の処理を繰り返す。
【００３０】
　以上のように、内視鏡システム１は、内視鏡２に設けられた操作スイッチ１３を押下す
ることで、モニタ５に表示される文字情報の文字サイズを変更できるようにした。この結
果、ユーザは、一方の手で内視鏡２の挿入部を持ち、もう一方の手で内視鏡２の操作部を
持ちながら検査を行っている状態でも、操作部に設けられた操作スイッチ１３を押下する
だけで、モニタ５に表示される文字情報の文字サイズを変更することができる。
【００３１】
　よって、本実施形態の内視鏡システムによれば、内視鏡の操作を行いながら、モニタに
表示される文字のサイズを変更することができる。
【００３２】
　また、内視鏡システム１は、モニタ５上に表示される文字情報３３の文字サイズを変更
することができるため、ユーザは、モニタ５の大きさや設置位置に応じて文字の大きさを
変更し、見易い文字サイズで検査を行うことができる。
【００３３】
（第２の実施形態）
　次に、第２の実施形態について説明する。
【００３４】
　第１の実施形態では、操作スイッチ１３の操作に応じて、文字サイズを変更する内視鏡
システムについて説明したが、第２の実施形態では、検査状況に応じて、文字サイズを自
動で変更する内視鏡システムについて説明する。なお、内視鏡システム１の全体構成は、
第１の実施形態と同様であり、以下では第１の実施形態と異なる制御について説明する。
【００３５】
　まず、ユーザはキーボード６あるいは操作パネル２５を用いて、検査状況の応じた文字
サイズの設定を行う。制御部２４は、キーボード６あるいは操作パネル２５から文字サイ
ズの設定の指示を受けると、文字サイズ設定画面をモニタ５に表示する。ユーザは、この
文字サイズ設定画面で検査状況に応じた文字サイズを設定する。
【００３６】
　図４は、文字サイズ設定画面の一例を説明するための図である。図４に示すように、文
字サイズ設定画面４１では、内視鏡検査を行っていないときにモニタ５に表示される文字
サイズ（以下、検査外文字サイズという）と、内視鏡検査を行っているときにモニタ５に
表示される文字サイズ（以下、検査中文字サイズという）とを設定することができる。
【００３７】
　ユーザは、キーボード６あるいは操作パネル２５を用いて、検査外文字サイズ及び検査
中文字サイズを設定する。図４の例では、検査外文字サイズが文字サイズＡに設定され、
検査中文字サイズが文字サイズＢに設定されている。制御部２４は、このように設定され
た文字サイズの情報をメモリ２６に記憶する。
【００３８】
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　なお、文字サイズの設定は、検査外文字サイズ、及び、検査中文字サイズの２つに限定
されることなく、例えば、動画記録時の文字サイズあるいは静止画記録時の文字サイズを
設定できるようにしてもよい。
【００３９】
　制御部２４は、検査状況を判定し、内視鏡２による検査を行っていないと判定した場合
、メモリ２６に記憶されている文字サイズＡで表示を行うように、表示コントローラ２８
を制御する。一方、制御部２４は、検査状況を判定し、内視鏡２による検査を行っている
と判定した場合、メモリ２６に記憶されている文字サイズＢで表示を行うように、表示コ
ントローラ２８を制御する。その他の制御は、第１の実施形態と同様である。
【００４０】
　次に、このように構成された内視鏡システムの文字サイズの変更処理について説明する
。図５は、第２の実施形態における文字サイズの変更処理の流れの例を説明するためのフ
ローチャートである。
【００４１】
　まず、ビデオプロセッサ４の電源がＯＮされると（ステップＳ１１）制御部２４は、検
査中か否かを判定する（ステップＳ１２）。例えば、検査中に内視鏡２を別の内視鏡に交
換することがある。この場合、ビデオプロセッサの電源をＯＦＦして、内視鏡２を別の内
視鏡に交換した後、電源をＯＮして検査を再開する。このような場合、制御部２４は、検
査中であると判定する。
【００４２】
　制御部２４は、検査中と判定した場合（ステップＳ１２：ＹＥＳ）、前回の電源ＯＦＦ
の文字サイズで表示を行い（ステップＳ１３）、ステップＳ１７に進む。一方、制御部２
４は、検査中でないと判定した場合（ステップＳ１２：ＮＯ）、「検査外文字サイズ」で
設定された文字サイズで表示する（ステップＳ１４）。
【００４３】
　その後、操作パネル２５やキーボード６に設けられた検査開始を指示するボタンやキー
の押下、または検査における最初の内視鏡画像の記録操作により検査が開始されると（ス
テップＳ１５）、制御部２４は、「検査中文字サイズ」で設定された文字サイズで表示す
る（ステップＳ１６）。そして、操作パネル２５やキーボード６に設けられた検査終了を
指示するボタンやキーの押下により検査が終了すると（ステップＳ１７）、制御部２４は
、「検査外文字サイズ」で設定された文字サイズで表示し（ステップＳ１８）、処理を終
了する。なお、検査開始、検査終了の判定は本実施形態に限定されることなく、例えば内
視鏡２とビデオプロセッサ４との着脱やビデオプロセッサ４の電源のＯＮ／ＯＦＦなどの
タイミングで判定しても良い。
【００４４】
　以上のように、内視鏡システム１は、ユーザが設定した検査状況に応じた文字サイズを
メモリ２６に記憶し、検査状況に応じて文字情報３３の文字サイズを変更するようにして
いる。例えば、ユーザは、内視鏡２で検査を行っていない場合、モニタ５に表示される文
字情報３３を注目していることが多く、内視鏡２で検査を行っている場合、モニタ５に表
示される内視鏡画像３２を注目している、言い換えると、文字情報３３を注目していない
ことが多い。
【００４５】
　そのため、ユーザは、検査外文字サイズを、図２Ｃに示す大きい文字サイズに設定し、
検査中文字サイズを、図２Ａに示す小さい文字サイズに設定する。この結果、本実施形態
の内視鏡システム１は、検査状況に応じた最適な文字サイズの文字情報３３をモニタ５に
表示することができる。
【００４６】
　なお、本明細書におけるフローチャート中の各ステップは、その性質に反しない限り、
実行順序を変更し、複数同時に実行し、あるいは実行毎に異なった順序で実行してもよい
。
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【００４７】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範囲
において、種々の変更、改変等が可能である。
【００４８】
　本出願は、２０１５年７月２日に日本国に出願された特願２０１５－１３３６７８号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の範
囲に引用されるものとする。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図２Ｃ】
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【図３】

【図４】

【図５】

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月13日(2016.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様の内視鏡システムは、被検体を撮像する撮像素子を備えた内視鏡と、前
記内視鏡が着脱自在に接続されるビデオプロセッサと、を備え、前記ビデオプロセッサは
、前記内視鏡で取得した撮像信号に所定の信号処理を施して映像信号を生成する映像信号
処理部と、前記内視鏡を用いた検査中に用いる検査中文字サイズ情報及び検査外で用いる
検査外文字サイズ情報を記憶した記憶部と、前記内視鏡と前記ビデオプロセッサの着脱ま
たは前記ビデオプロセッサの電源の投入状況に基づいて前記内視鏡による検査状況を判定
し、前記検査状況に基づいて前記記憶部から前記検査中文字サイズ情報または前記検査外
文字サイズ情報のいずれか一方を表示情報として出力する表示制御部と、前記表示制御部
が出力した文字サイズ情報及び前記映像信号処理部が生成した映像信号を重畳する重畳部
と、を有する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　被検体を撮像する撮像素子を備えた内視鏡と、
　前記内視鏡が着脱自在に接続されるビデオプロセッサと、を備え、
　前記ビデオプロセッサは、
　前記内視鏡で取得した撮像信号に所定の信号処理を施して映像信号を生成する映像信号
処理部と、
　前記内視鏡を用いた検査中に用いる検査中文字サイズ情報及び検査外で用いる検査外文
字サイズ情報を記憶した記憶部と、
　前記内視鏡と前記ビデオプロセッサの着脱または前記ビデオプロセッサの電源の投入状
況に基づいて前記内視鏡による検査状況を判定し、前記検査状況に基づいて前記記憶部か
ら前記検査中文字サイズ情報または前記検査外文字サイズ情報のいずれか一方を表示情報
として出力する表示制御部と、
　前記表示制御部が出力した文字サイズ情報及び前記映像信号処理部が生成した映像信号
を重畳する重畳部と、を有することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記記憶部に記憶された前記検査中文字サイズ情報のサイズは、前記検査外文字サイズ
情報のサイズより小さいことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記ビデオプロセッサの電源がオンされた後に前記電源がオフされ
、前記内視鏡を交換した後に前記電源が再度オンされた場合には前記検査中文字サイズ情
報を出力することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【手続補正書】
【提出日】平成28年12月6日(2016.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様の内視鏡システムは、被検体を撮像する撮像素子を備えた内視鏡と、前
記内視鏡が着脱自在に接続されるビデオプロセッサと、を備え、前記ビデオプロセッサは
、
　前記内視鏡で取得した撮像信号に所定の信号処理を施して映像信号を生成する映像信号
処理部と、前記内視鏡を用いた検査中に用いる文字サイズ及び検査外で用いる文字サイズ
を記憶した記憶部と、前記内視鏡と前記ビデオプロセッサの着脱または前記ビデオプロセ
ッサの電源の投入状況に基づいて前記内視鏡による検査状況を判定し、前記検査状況に基
づいて前記記憶部から前記検査中に用いる文字サイズまたは前記検査外で用いる文字サイ
ズのいずれか一方を表示情報として出力する表示制御部と、前記表示制御部が出力した文
字情報及び前記映像信号処理部が生成した映像信号を重畳する重畳部と、を有する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体を撮像する撮像素子を備えた内視鏡と、
　前記内視鏡が着脱自在に接続されるビデオプロセッサと、を備え、
　前記ビデオプロセッサは、
　前記内視鏡で取得した撮像信号に所定の信号処理を施して映像信号を生成する映像信号
処理部と、
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　前記内視鏡を用いた検査中に用いる文字サイズ及び検査外で用いる文字サイズを記憶し
た記憶部と、
　前記内視鏡と前記ビデオプロセッサの着脱または前記ビデオプロセッサの電源の投入状
況に基づいて前記内視鏡による検査状況を判定し、前記検査状況に基づいて前記記憶部か
ら前記検査中に用いる文字サイズまたは前記検査外で用いる文字サイズのいずれか一方を
表示情報として出力する表示制御部と、
　前記表示制御部が出力した文字情報及び前記映像信号処理部が生成した映像信号を重畳
する重畳部と、を有することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記記憶部に記憶された前記検査中に用いる文字サイズは、前記検査外で用いる文字サ
イズより小さいことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記ビデオプロセッサの電源がオンされた後に前記電源がオフされ
、前記内視鏡を交換した後に前記電源が再度オンされた場合には前記検査中に用いる文字
サイズを出力することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
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